
「男性不妊予防のための研究」参加者募集

20～39歳の男性の皆様へ

当研究は「男性発で生殖に関する
健康や少子化対策を考える」もの
です。

不妊症に悩むカップルの約半数において、
男性側にも原因があることが知られています。

秋田大学衛生学
公衆衛生学講座
産婦人科学講座×

男性の生活習慣・健康状態・環境化学物質と生殖機能の関係
男性の不妊や妊娠・出産への理解・関心が家族形成にあたえる影響

途中
アンケート

メールでお送りするアンケートにご回答頂きます。
数分の動画をご視聴の上、ご回答をお願いする場合もあります。

年3回
在宅にて
数分の対応

・インターネット接続に伴う通信費等は参加者様のご負担となります
アンケート一回につき

500円×3回

②

追跡
アンケート

2年後以降、定期的にウェブアンケートを年1回お送りします。
2027年度までご連絡差し上げる予定ですが、途中での協力中止も
可能です。④

年1回
在宅にて
数分の対応

①の初回調査と同様の調査を1年後に実施し、変化を測定します。③ 1年後調査 初回と同様
食生活アドバイスシート
採血結果もご進呈

クオカード

4,000円

■ご協力頂く内容 ※1.下記①～④全てご協力頂いた場合

採血・採尿
アンケート

クオカード

4,000円
精液提出
（詳細別紙）

健診の採血項目に加え感染症検査や化学物質の測定を行います。

濃度・運動率・形態・DNA断片化率等の測定を行います。

健康診断と
同時実施

健康診断から
一週間後 ・精液検査結果や化学物質測定値は通知しません

・採血に伴う副反応の可能性があります。

食生活アドバイスシート
採血結果もご進呈

国立大学法人秋田大学

①

クオカード

1,500円

クオカード

500円
アンケート一回につき

■対象となる方 以下の条件の両方を満たす方を募集します。
・健診当日に20～39歳の男性 ・将来（さらに）子供を持つことに関心がある方

男性の協力者を

必要としています！

少子化に立ち向かう
研究にご協力を！

現在のパートナーの有無、子供の有無にかかわらずご参加いただけます

国立研究開発法人 科学技術振興機構の
助成を受けて行われます。

秋田大学衛生学・公衆衛生学講座が産婦人科学講座と共同で、次の２つの事柄について研究を進めます。

【研究目的について】
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